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ポイント － 結果共有のための発表から

●小規模であることあることの良さは十分に理解
できた。また、課題があることもよくわかった。

●教師のやりがいが良さとなっている反面、やり
がいだけでは続かないといったことが課題とし
て出てきている。

●家族のような雰囲気、あるいはこども一人一人
の名前も顔もわかって、安心して過ごせるとい
うような良さもある反面、課題の方にも挙がっ
ていて、人間関係の固定化であったり、極端な
表現でいうと、一人一人が浮き彫りになって逃
げ場がないということになってしまう。

●以上のように、良さも課題も両方あることから
何がみえてくるかというと、児童生徒数と教職
員数がキーワードとして挙がり、それが保護
者・ＰＴＡへの負担にもつながっているという
ことで出てきました。

●具体的には一人当たりに掛かるお金の面やＰＴ
Ａ活動の問題等が挙げられる。

第２次答申に向けた小規模教育の位置付けに関するグループワークの結果
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令和７年度 第４回飯田市これからの学校のあり方審議会 グループワーク グループＢ
ポイント － 結果共有のための発表から

●小規模であることの強みと児童の学びの視点で
は、個別で目が行き届きやすいこと、自ら主体
的に学び、様々な場面で活躍できる機会が多い
ことから責任感が身に付くという良さがあり、
また、小規模のため学年を超えた活動が盛んに
行うことができて、集団としての絆が生まれる
という意見が出された。
●課題面で捉えると、こどもたちが気を抜けない
状況になってしまうこと、多様な考えに出会え
ないのではないかという意見が出された。また、
同年代同学年の仲間との触れ合いが希薄になる
こと、人間関係の固定化も起こってしまう。
●教育活動や学校運営の視点では、児童生徒が
やりたいということに寄り添うことができるこ
と、小回りが利くこと、一人一人に目が届きや
すいことが出された。
●課題としては、先生方への負担が大きいこと、
ＰＴＡへの負担もかかってくることが挙げられ、
地域やＰＴＡの協力が必須であるというところ
が課題の一つとして挙げられています。

第２次答申に向けた小規模教育の位置付けに関するグループワークの結果
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令和７年度 第４回飯田市これからの学校のあり方審議会 グループワーク グループＣ
ポイント － 結果共有のための発表から

●児童の学びの視点からの強みでは、キーワードはや
はり個別、一人一人、ふるさと学習や体験的な学習
が出てきた。そのキーワードから導かれる強みはと
いうと、自律的な学び、その子らしい学び、個性的
な学び等ができることが強みとしてある。

●学校運営の視点では、小回りが利く、きめ細かな学
習支援ができる、学校はチームになるというような
キーワードが出てきた。そのキーワードから導かれ
る強みはというと、個性や多様性に応じた柔軟な学
習環境を整えることができるということ。また、小
規模教育の強みの教育理念や教育方法、そういった
ようなことができるということが強みとして挙がっ
てきた。

●弱みの方では、人間関係の固定化、評価の固定化、
リーダーの存在などが挙げられ、もっともっと成長
できるのに、その成長が困難な状態になってしまう
のではないかということが挙がった。

●学校運営については、やはり教員数が少なくなるた
め、教員の負担が重くなること、あるいは教員個人
の力量への依存度が当然高くなってしまうことが挙
げられた。また、地域の学校への協力が学校運営に
欠かせないため、学校と地域の連携から協働への移
行ができなければ、学校運営に支障をきたしてしま
うという意見が出た。

第２次答申に向けた小規模教育の位置付けに関するグループワークの結果


